
ライフステージ対応型空き家相談体制整備事業（かごしま空き家対策連携協議会）

課題と目的 • 人口・世帯の減少を背景に今後、加速的に空き家が増加することが見込まれており、
対症療法的な従来の空き家相談対応だけでは限界があることから、空き家発生の未然
防止を目的としたライフステージ対応型の空き家相談体制を整備する

取組内容 • ライフステージに対応した空き家関連相談受付ツール作成と「終活」を見据えた相談
プラットフォームの構築

• 「空き家関連相談受付ツール」の実効性と「相談プラットフォーム」の機能性を確認
するための空き家相談会の開催

成果 • 「ライフステージに対応した空き家関連相談受付ツール」、「「終活」を見据えた相
談プラットフォーム（モデル）」

空き家関連相談受付ツール

ライフステージに対応した問題・課題の整理。相談内容の想定。

相談者の漠然とした相談内容を聞取り、ライフプランに応じた具体的
な課題提起を行う。相談者が気づいてない点をあぶり出す。

適任の専門家又は専門窓口を相談者に紹介。仕分けを行う。

相談プラットフォーム

従来の空き家相談に関する専門家に加えて「終活」を見据
えた相談に対応できるよう、ファイナンシャル、葬儀等の専
門家を含めて構築。

相談ツールとプラットフォームを活用した相談会を
開催し、機能性を確認

• プラットフォームの構成メンバーについて過不足なく機能した。
• スムーズな相談対応や相談者の満足度は相談の内容や相談
者の状況をヒアリングし、ライフステージに応じた検討すべき課
題を提起する受付窓口（案内役）のスキルに左右された。
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